
災害シンポジウム　「自助の現状と今後の課題」
災害対策委員会
【目的】日本各地で風水害等の自然災害が発生している。行政でも自助が叫ばれているが、
何を備蓄すればよいのか、どのくらいの備蓄が必要なのかわからないのが現状である。また、地域や季節等によっても備蓄品が異なる。本事業は、コンビニ等で販売している身近な食品に着目し、自助について理解してもらうことを目的とした。
【開催日時、場所、参加者数】
日　　時：平成27年12月5日　12：50～16：00

場　　所：愛媛大学農学部　大講義室
参加人数：35名

主　　催：公益社団法人　愛媛県栄養士会

　この事業は、社団法人東和食品で採択された事業の1つとして運用しました。
【講義内容及び報告】

・内容　　●愛媛県栄養士会の災害への取組　　大西　公子

　　　　　　●講　演　防災から減災へ　　　防災士　三瀬敏喜

　　　　　　　　　　提案！日常食を自助に　　垣原　登志子

●パネルディスカッション　　コーディネーター　岡　三徳

　　　　　　　　コメンテーター　企業　㈱大塚製薬、㈱木下商店、㈱松宮、㈱ジェイコム
　　　　　　　　　　　　　　　　垣原登志子、小西典子、武方美由紀

●展　示
　・報告
　平成23年度から「災害」に関する取り組みを実施しているので、その経緯と現状について大西公子（愛媛県栄養士会副会長）より報告を行いました。　防災士三瀬氏より、「防災から減災へ」というテーマで愛媛県の現状と私たちが取り組むべき課題について、垣原登志子（愛媛県栄養士会副会長）より、「提案。日常食を災害食」というテーマで講演を行いました。　パネルディスカッションでは「身近な食品を災害食」として利用してもらうために、コンビニやスーパーで販売している食品をはじめ、東北大震災で配布された1日の食事に何をプラスすればよいのか、考えてもらうコーナーを作りました。　日頃から利用している食品が、備蓄でき、災害時に役立つということを改めて認識することができました。また、これを機に日々の暮らしを検討し、災害に対する備えについて考え直すことができる充実した研修会を実施することができました。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者　小西典子
